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材料の継ぎ足しを行うときは・・・

生産準備ロス10Mと巻き取るための材料ロス3M＝13Mのロスが必要
しかも、この作業には熟練工が必要です。
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アンコイラー リコイラープレス機フープウェルダー

アンコイラーとプレス機の間にフープウェルダーを
設置します。キャスター付きのフープウェルダーは
複数ラインに1台で対応できます。
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フープウェルダーの
作業は熟練工が
必要ありません。

20cmでOK 約1分

従来工法の場合は14～29分

フープウェルダーを
使用する効果（1年間）

作業時間ロスの削減 1ライン、1台あたり従来工法で20分の作業時間と
すると・・・従来工法＝1台あたり20分×1日3回交換×
5ライン×200日稼働＝約1000時間
フープウェルダー＝1台当り1分×1日3回交換×
5ライン×200日稼働＝約５０時間

｛従来(13m）－フープウェルダー（０．2ｍ）｝×
1日3回交換×5ライン×200日稼働＝
38,400m

950時間削減
材料ロスの削減

38,400m削減5ラインを持つ工場で1日3回接続、年間200日稼働の場合


